
　
　
　
第
一
巷
　
　
研
　
究
　
　
西
遼
建
國
の
始
末
及
び
其
の
年
紀

の
黙
に
つ
い
て
は
本
交
の
記
載
に
疑
を
挾
む
べ
き
鯨
地
あ

る
塗
し
○
從
っ
て
此
の
改
元
以
來
十
二
年
間
大
石
が
葛
兇

筆
の
位
に
あ
り
し
は
疑
ふ
可
ら
ざ
る
ご
共
に
、
大
石
死
没

の
一
一
四
三
年
よ
り
、
在
位
年
数
こ
し
て
奉
げ
ら
る
、
一
．
一

十
年
な
る
も
の
を
逆
現
す
れ
ば
、
其
の
位
に
上
り
し
初
め

の
年
は
ま
さ
に
一
＝
｝
四
年
即
ち
醸
酒
の
歳
に
相
當
す
る

も
の
な
る
を
知
る
ぞ
、
（
此
の
鮎
に
つ
い
て
は
丁
謙
璃
の
考
が
ふ
る
所
…
亦
同
じ
）
こ
れ
余
が

其
の
在
位
年
数
も
年
號
の
数
も
共
に
正
し
き
も
の
な
り
ご

主
張
せ
ん
こ
す
る
所
以
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
黄
河
水
源
問

　
　
　
　
姻

　
支
那
の
土
地
及
び
文
化
を
理
曾
す
る
に
最
も
重
要
な
關

　
　
　

係
を
有
す
る
も
の
は
河
流
で
、
応
身
黄
河
楊
子
江
の
墨
水

が
亜
細
亜
大
陸
の
大
河
流
で
あ
る
か
ら
、
地
理
上
歴
史
上

共
に
大
に
注
意
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
支
那
の
古
代
か

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
四
四
（
二
三
四
）

　
遼
更
に
載
せ
元
る
西
遼
の
勝
馬
に
至
る
迄
の
記
事
の
曖

昧
な
る
こ
ご
之
を
上
に
論
じ
煮
る
が
如
し
。
掌
れ
こ
も
髭

の
暖
罪
な
る
瓢
は
重
に
其
の
年
次
ご
記
載
の
順
序
ご
に
閥

す
る
も
の
に
し
て
、
記
述
せ
ら
れ
だ
る
事
實
に
つ
い
て
は

霞
ろ
正
確
を
傳
へ
π
為
も
の
少
か
ら
ず
○
こ
、
に
論
述
せ

る
所
は
、
雷
撃
史
籍
に
見
ゆ
る
所
を
餌
算
し
て
、
圭
こ
し

て
其
の
年
次
を
按
配
し
、
其
の
西
部
の
跡
を
閑
明
せ
ん
、
こ

し
象
る
に
す
ぎ
す
。
其
の
他
の
黙
に
堅
し
て
は
測
に
之
を

他
日
の
機
會
に
期
せ
ん
こ
す
Q
（
大
正
五
年
二
月
稿
）

題　
　
　
理
學
博
士
　
小
川
琢
治

ら
地
理
思
想
の
登
達
し
來
つ
だ
種
壷
を
尋
ね
て
、
禺
貢
こ

い
ひ
、
水
経
こ
い
ひ
、
近
代
の
水
道
提
綱
こ
い
ひ
、
水
誌
瓢
冥

島
。
σ
q
養
℃
ξ
こ
し
て
螢
達
し
て
居
る
の
を
見
る
は
決
し
て

・
偶
然
で
な
く
て
、
亜
弗
利
撫
大
陸
の
地
理
問
題
の
焦
貼
が

ペ
ロ
ド
ト
ス
、
プ
ト
ン
メ
オ
ス
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
頃
か
ら
二



一
〃
河
水
源
に
在
っ
て
、
最
近
の
地
理
上
の
唐
丹
が
此
の

疑
問
の
解
決
ご
共
に
河
流
の
賑
絡
朋
瞭
こ
な
っ
て
全
く
絡

結
を
告
げ
π
の
こ
其
揆
を
一
に
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
支

那
水
系
上
勘
考
ル
河
に
當
る
も
の
は
黄
河
で
、
我
身
は
共

の
水
源
問
題
を
以
て
支
那
に
於
け
る
地
理
的
智
識
の
登
達

史
上
の
試
金
石
ご
野
幌
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
其
古
代
か

ら
中
世
の
問
に
次
第
に
登
暫
し
元
概
要
を
叢
に
述
べ
る
。

　
黄
河
に
摩
し
て
は
濁
め
水
源
が
歴
史
地
理
學
上
の
｛
問

題
だ
る
の
み
で
な
く
、
其
下
流
の
三
角
洲
を
成
し
て
海
に

注
ぐ
部
分
が
歴
史
時
代
の
初
か
ら
現
ム
ー
ま
で
著
し
い
聖
遷

を
経
翼
壁
で
、
上
古
か
ら
近
世
迄
の
中
原
に
起
つ
π
大
小

の
事
件
は
此
愛
子
を
明
瞭
に
知
ら
ね
ば
理
註
し
得
ら
れ
ぬ

の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
是
は
他
日
別
に
述
べ
る
積
で
あ
る
〇

　
　
　
　
二

　
黄
河
は
西
藏
高
原
の
東
北
隅
青
海
地
方
か
ら
起
る
も
の

で
、
小
な
る
S
避
状
を
描
い
て
東
北
に
流
れ
蘭
州
に
至
る

　
　
　
第
⊥
巻
　
研
究
　
黄
河
水
源
問
題

ま
で
に
、
中
箆
斎
高
山
か
ら
流
転
す
る
諸
水
ご
域
外
か
ら

流
出
す
る
桃
河
を
容
れ
て
水
量
の
多
い
上
流
を
成
し
て
居

る
。
是
か
ら
第
二
の
大
な
る
S
字
状
を
描
い
て
渤
海
潜
に

注
ぐ
間
に
、
滑
水
の
合
流
黙
黙
る
撞
關
ま
で
は
中
流
の
北

霞
部
で
、
其
北
か
ら
南
に
轡
屈
す
る
爾
根
河
（
蹄
化
城
か

ら
流
出
す
る
）
の
合
流
澱
ま
で
は
殆
ん
ご
支
流
こ
し
て
著

し
い
も
の
が
な
い
。
撞
關
か
ら
山
西
河
南
．
境
界
の
山
地
に

狡
い
峡
谷
を
東
流
し
て
、
三
角
洲
の
大
沖
積
李
地
に
出
る

ま
で
は
其
下
流
の
上
部
で
、
以
下
は
下
部
の
三
角
洲
李
地

で
あ
る
。
三
嘆
に
黄
河
を
記
載
す
る
に
當
っ
て
便
宜
上
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
へ

の
流
を
勢
州
近
傍
ま
で
の
水
源
（
上
流
）
、
北
曲
部
の
西
雫

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

（
北
曲
河
叉
は
北
河
ご
呼
ぶ
こ
ご
に
す
る
）
、
其
東
宇
（
西

へ河
δ
呼
ぶ
）
の
三
部
に
匿
硬
し
、
以
下
を
下
流
及
び
野
洲

の
二
部
に
癌
分
す
る
。

　
黄
河
の
南
を
限
り
…
楊
子
江
こ
の
分
水
界
を
成
す
山
嶽
は

嵩
、
華
、
濫
獲
等
の
秦
嶺
山
脈
ご
、
其
西
の
…
築
山
で
、
北

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
四
五
　
（
ご
三
五
〉

礪



　
　
　
第
．
一
懸
　
研
究
　
黄
河
水
源
問
題

河
ご
西
河
西
北
の
諸
支
流
こ
の
分
水
界
を
成
す
は
黒
鼠
山

か
ら
東
北
に
走
る
六
盤
山
八
今
蕪
に
総
稽
し
て
朧
山
ご
呼

ぶ
）
の
山
脈
で
あ
る
○
蘭
州
の
西
か
ら
上
流
は
箆
喬
山
脈

聞
の
横
谷
に
峡
谷
を
成
し
、
水
源
近
傍
に
至
れ
ば
由
脈
に

並
走
す
る
縦
谷
を
流
れ
て
居
る
。
上
流
の
鋭
く
屈
曲
し
柁

S
字
状
は
此
の
横
谷
に
當
り
、
中
流
以
下
の
大
屈
曲
は
朧

山
ご
山
西
山
地
ご
に
妨
げ
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
。

　
　
　
　
翼

　
黄
河
流
域
は
支
那
交
化
の
登
窯
地
で
あ
っ
て
、
夏
蝉
周

三
代
の
都
は
濡
怨
讐
三
水
ご
黄
河
こ
の
合
流
鮎
附
近
に
在

っ
た
か
ら
、
其
流
域
に
關
す
る
地
理
は
上
古
か
ら
可
な
り

避
難
で
、
濡
水
の
水
源
甦
る
鳥
鼠
田
及
ひ
其
裏
側
の
蘭
州

の
西
で
、
淫
水
（
大
通
河
）
の
合
流
黙
に
近
い
積
石
山
な
ご

の
早
く
知
れ
て
、
河
水
が
此
邉
か
ら
流
れ
亘
る
の
も
知
れ

て
居
π
の
は
怪
む
に
足
ら
澱
Q
禺
が
積
石
か
ら
河
水
を
導

い
て
龍
門
（
西
河
に
在
る
）
に
至
っ
沈
こ
い
ふ
禺
貢
の
文
は

　
　
　
　
　
　
　
第
二
　
號
　
　
　
　
凶
山
ハ
　
（
こ
ご
一
山
ハ
）

此
の
上
古
に
知
れ
π
所
を
急
げ
π
も
の
で
め
る
○
然
る
に

今
の
樹
寒
点
貢
な
る
も
の
は
、
戦
臨
に
至
っ
て
蜀
が
秦
國

に
属
し
て
か
ら
後
に
成
つ
陀
ご
考
へ
ら
れ
、
山
海
経
の
五

藏
山
懐
五
窓
は
却
っ
て
是
よ
り
も
古
く
、
恐
ら
く
は
東
周

に
於
て
春
秋
時
代
頃
に
出
町
だ
こ
思
は
れ
る
（
此
意
見
は

島
陰
誌
上
に
首
回
に
渉
っ
て
述
べ
把
か
ら
省
略
す
る
）
に

關
ら
す
、
黄
河
水
源
に
蝕
し
て
肩
言
い
事
實
が
見
へ
る
Q

北
山
経
に
敦
麗
の
出
か
ら
敦
麗
の
水
が
出
て
悔
西
流
し
て

拗
澤
に
注
ぎ
、
藩
命
の
東
北
隅
か
ら
出
る
も
の
で
、
實
に

惟
れ
駄
獣
で
あ
る
ご
見
え
、
出
た
西
山
経
に
不
周
の
山
か

ら
東
に
拗
澤
を
望
み
、
是
が
河
水
の
潜
む
駈
で
、
挙
挙
渾
渾

泡
泡
遡
り
こ
い
ひ
、
叉
た
同
歯
の
昆
余
の
丘
に
は
河
水
が

露
で
南
に
流
れ
、
東
無
学
に
注
ぐ
こ
い
ひ
、
叉
た
同
維
の

積
石
の
山
に
は
其
下
に
石
門
が
あ
っ
て
、
河
水
は
直
下
を

蓮
っ
て
西
流
す
る
ご
見
え
て
居
る
。
此
の
敦
麗
水
が
南
山

（
箆
崇
山
脈
の
北
齢
）
か
ら
流
れ
出
て
、
沙
州
細
螺
の
傍
を

㌃



流
れ
、
西
流
し
て
漢
書
地
理
志
に
見
え
元
〆
澤
に
注
ぐ
所

の
今
の
蕪
河
で
あ
る
こ
ε
は
殆
ん
ご
疑
な
い
○
是
か
ら
考

へ
る
ご
昆
命
丘
か
ら
河
水
が
田
て
、
東
に
向
っ
て
無
配
に

注
ぐ
こ
い
ふ
の
は
、
黄
河
の
一
般
的
記
載
で
、
無
代
こ
い

ふ
の
恐
ら
く
は
山
西
の
北
部
に
在
っ
て
、
北
河
か
ら
南
流

し
て
西
河
こ
な
る
近
傍
の
無
窮
ご
同
一
の
地
か
ご
想
は
れ

る
。
無
窮
な
る
地
名
は
吏
黒
蓋
世
家
に
武
藩
王
が
中
由
か

ら
西
北
に
向
っ
て
往
つ
弛
塵
で
、
「
王
北
町
二
中
節
所
地
↓

途
之
二
代
北
論
至
二
無
窮
㌦
西
至
レ
河
、
登
二
黄
華
之
上
こ
ご

い
ふ
交
か
ら
其
位
糧
は
略
ぼ
明
か
で
あ
る
Q

　
黄
河
の
水
源
の
嘉
崇
に
在
る
こ
ご
が
此
頃
一
般
に
信
せ

ら
れ
元
の
で
、
爾
志
の
「
河
出
二
箆
播
↓
所
レ
渠
丼
千
七
百

一
川
、
色
黄
、
百
里
一
端
臨
、
千
璽
一
曲
一
薩
」
、
ご
あ
る
。

急
難
帝
が
張
播
碧
空
の
五
言
に
よ
っ
て
、
塔
里
木
河
が
干

闘
國
の
南
山
か
ら
流
れ
出
て
、
恰
か
も
黄
河
の
如
く
東
流

す
る
大
河
で
、
囎
澤
即
ち
羅
布
泊
に
流
れ
込
む
こ
ご
を
知

　
　
　
第
一
巻
　
　
新
　
・
究
　
　
黄
河
水
源
問
題

つ
た
蒔
に
、
古
地
圖
に
見
え
π
要
撃
の
位
醒
を
蓬
か
に
西

方
に
推
し
移
し
元
の
も
、
此
の
高
説
に
謡
い
把
結
果
に
外

な
ら
ぬ
。
是
に
干
て
黄
河
は
塔
里
木
河
が
一
度
臨
澤
に
潜

み
再
び
伏
流
し
て
積
石
か
ら
出
て
中
國
の
河
こ
な
る
ε
い

ふ
伏
流
説
が
寓
π
の
で
あ
る
。
当
れ
こ
も
實
は
未
だ
此
の

西
方
の
地
理
が
知
れ
な
ん
だ
載
國
以
前
に
、
敦
麗
水
が
伏

流
し
て
積
石
か
ら
流
出
す
る
こ
い
ふ
第
一
の
伏
流
説
が
既

に
存
在
し
て
蓄
髪
の
で
あ
る
。

　
北
魏
の
瀦
…
溢
元
が
水
補
注
を
作
る
時
に
此
の
第
一
の
伏

流
説
ご
第
二
の
伏
流
説
を
混
同
し
て
、
黄
河
上
流
の
水
系

を
記
載
し
、
種
々
に
牽
強
し
π
解
繹
を
下
し
π
霧
め
に
、

明
か
に
地
理
上
智
識
の
狭
か
っ
た
上
古
の
伏
流
説
の
存
在

を
知
る
こ
ご
が
出
來
ぬ
標
に
な
つ
把
の
は
太
だ
遺
倣
で
あ

る
○
此
の
誤
謬
は
恰
か
も
二
三
戸
河
源
問
題
に
束
流
す
る

ニ
グ
ル
河
を
誤
．
乱
し
た
こ
ご
が
あ
っ
陀
の
こ
似
た
も
の
で

あ
る
。
（
此
の
論
罪
の
誤
謬
は
藝
交
第
六
年
第
一
號
に
指
摘

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
四
七
　
（
二
三
七
）



　
　
　
第
一
巻
　
　
概
　
究
　
　
黄
河
水
源
問
題

し
て
、
第
一
伏
流
説
を
詳
か
に
述
べ
て
遣
い
だ
）
o

　
　
　
　
圏

　
黄
河
水
源
地
方
は
唐
の
長
慶
元
年
（
八
一
コ
年
）
に
素
意

鼎
が
愚
筆
窒
素
使
こ
し
て
西
藏
に
族
早
し
π
時
に
通
過
し

た
の
で
、
其
報
告
が
醤
唐
書
及
び
新
書
唐
吐
蕃
傳
に
載
せ

て
あ
る
。
爾
丈
互
に
詳
略
出
入
が
あ
る
か
ら
左
に
並
べ
載

せ
る
。

　
　
是
竃
元
鼎
往
事
渡
二
黄
河
上
流
噛
在
二
野
濟
橋
西
南
二

　
　
千
鯨
里
↓
其
水
極
松
肩
凝
狭
“
春
可
二
掲
渉
一
秋
夏
型

　
　
以
レ
船
渡
、
其
南
三
百
籐
里
有
二
三
虫
山
形
如
レ
鍬
、

　
　
河
源
在
二
其
問
ハ
水
甚
清
子
、
流
纒
二
諸
水
↓
色
遽
赤
、

　
　
績
爲
國
藷
水
所
一
レ
注
、
漸
既
黄
濁
、
叉
其
源
西
三
二
蕃

　
　
之
列
館
“
約
四
騨
、
毎
諾
約
二
百
蝕
里
、
東
北
去
二
軍

　
　
賀
延
礒
尾
↓
潤
五
十
里
、
向
南
極
狭
小
、
〔
奮
唐
書
省

　
　
百
九
十
六
下
〕

　
　
福
耳
鍮
二
漣
水
当
至
二
龍
泉
谷
↓
　
西
北
望
二
殺
胡
川
詞

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
四
八
　
（
二
三
八
）

　
　
寄
寄
翰
墨
壁
多
在
、
、
淫
水
出
二
蒙
谷
↓
二
一
龍
馬
｛
與
レ

　
　
河
合
、
河
之
上
流
、
縣
二
洪
濟
梁
諦
西
南
行
二
千
里
嶺

　
　
水
盆
狭
、
春
可
レ
渉
、
秋
夏
乃
勝
レ
舟
．
其
壷
二
百
里
、

　
　
三
由
中
高
而
無
下
、
日
二
紫
山
一
直
二
大
羊
蕃
殖
叫
古

　
　
駈
レ
隠
事
斎
看
也
、
隠
鬼
こ
悶
塵
黎
山
↓
東
男
こ
長
安
一

　
　
五
千
里
、
河
源
二
其
問
一
流
澄
緩
下
、
迎
合
孟
正
流
一
色

　
　
赤
、
行
盆
遠
、
宮
水
丼
注
期
濁
、
故
世
畢
謂
二
西
戎
地
一

　
　
日
二
挙
隅
の
跨
下
東
北
直
二
莫
賀
延
磧
尾
↓
殆
五
百
里

　
　
礒
廣
五
十
里
、
北
自
二
薩
州
↓
西
南
入
二
吐
谷
渾
噛
寝

　
　
狭
、
故
號
”
嚇
磧
尾
↓
隠
測
二
其
地
ハ
蓋
剣
南
之
西
、
元

　
　
鼎
所
二
郷
一
見
“
大
略
如
レ
此
、
〔
耳
許
日
晒
二
｝
闘
十
ふ
ハ
下
U

　
此
の
旋
行
の
線
路
は
蘭
州
か
ら
漣
河
を
潮
っ
て
西
寧
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
　
リ
ソ
ノ
ル

至
り
、
　
其
か
ら
拉
薩
街
蓮
を
西
南
に
進
ん
で
、
　
那
凌
湖

の
下
流
で
黄
河
上
流
を
渡
っ
た
の
で
、
其
の
水
源
が
更
に

西
に
在
る
こ
ご
を
言
い
弛
こ
ご
、
察
せ
ら
れ
る
。
莫
賀
延

期
な
る
地
名
は
新
愚
書
の
記
事
か
ら
推
せ
ば
男
達
木
窪
地



の
こ
ご
で
、
或
は
其
の
東
部
の
巴
顔
隠
、
拉
を
莫
延
賀
ご
傳

聞
し
π
の
が
誤
っ
て
其
の
下
二
字
が
縛
倒
し
π
も
の
か
．
こ

想
は
れ
る
。
隣
れ
こ
も
此
の
紀
行
の
文
は
樽
載
さ
れ
る
際

に
縄
簾
の
誤
謬
が
加
は
つ
π
ら
し
く
、
遣
水
が
龍
泉
に
抵

っ
て
河
ご
合
す
ご
い
ふ
が
如
き
、
蘭
州
々
治
皐
蘭
縣
の
五

眼
龍
泉
ご
鰻
伯
縣
の
龍
泉
谷
ご
の
両
者
を
混
同
し
た
の
は

其
一
例
で
、
從
っ
て
正
確
な
記
載
ご
は
見
ら
れ
ぬ
Q
劉
元

鼎
其
八
の
報
告
に
既
に
誤
謬
が
あ
っ
把
か
も
知
れ
る
が
、

蕾
新
両
者
の
出
入
か
ら
考
う
れ
ば
其
映
瓢
は
多
ぐ
は
筆
削

宜
し
き
を
失
っ
陀
病
め
で
あ
ら
う
○

　
此
の
如
き
敏
貼
は
あ
る
が
、
積
石
山
面
土
の
水
源
を
確

か
に
踏
ん
だ
最
初
の
族
行
家
が
石
元
鼎
の
一
行
で
め
る
こ

ご
は
事
實
で
あ
る
○
元
史
地
理
志
河
源
附
録
も
転
籍
ご
嵌

入
（
元
史
偉
元
鼎
に
作
る
の
可
否
は
定
め
ら
れ
澱
が
姑
く
、

蕎
新
両
懸
書
共
に
劉
に
作
っ
た
の
に
從
っ
て
概
く
）
を
霜

げ
た
の
は
當
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
業
水
源
に
簸
て
水
の

　
　
　
第
一
巻
　
研
究
　
黄
渦
水
源
問
題

色
が
赤
く
、
後
に
諸
水
を
容
れ
て
黄
濁
す
ご
い
ふ
槻
察
は

特
に
面
白
く
、
箆
斎
か
ら
赤
水
叉
は
丹
水
が
流
れ
出
る
こ

い
ふ
古
代
の
詳
説
が
眞
實
で
め
つ
惣
こ
ご
を
謹
明
し
叉
惣

重
爆
が
出
る
こ
し
党
養
魚
の
古
代
の
想
像
的
位
遣
も
疑
な

く
定
ま
つ
牝
Q

　
元
が
欧
亜
両
洲
に
跨
っ
て
大
帝
國
を
興
し
紀
時
代
は
、

漢
画
の
如
く
此
の
水
源
地
方
に
異
民
族
が
割
凝
し
π
族
行

者
が
危
瞼
を
威
す
る
こ
ご
が
な
く
、
從
っ
て
其
面
繋
も
容

易
こ
な
っ
て
、
二
元
十
七
年
（
＝
一
八
○
年
）
都
下
が
招
討

使
こ
し
て
河
源
探
究
の
命
を
受
け
、
河
州
か
ら
殺
馬
關
を

出
て
南
岸
か
ら
西
に
向
っ
て
往
つ
た
四
月
に
亙
つ
だ
旋
行

で
水
源
に
達
す
る
こ
ご
を
得
把
。
都
實
の
観
π
結
果
は
圓

　
　
　
　
　
　
　
　
ボ

及
び
報
告
に
怨
め
て
提
出
さ
れ
起
が
、
翰
林
學
士
播
昂
．
害

な
る
人
が
都
實
の
弟
澗
潤
か
ら
其
材
料
を
得
て
撰
し
π
河

源
志
、
及
び
元
代
地
理
家
の
亘
翠
隠
る
朱
患
本
が
八
二
吉

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
四
九
　
（
二
三
九
）



第
一
答
　
研
究
　
黄
河
水
源
問
題

思
の
家
に
擁
し
柁
梵
字
圓
書
を
得
て
啓
し
た
も
の
が
あ
っ

π
Q
獄
吏
編
纂
者
は
此
の
愚
書
の
概
要
を
抄
録
し
て
河
源

附
録
こ
し
て
地
理
志
の
末
に
掲
げ
、
播
氏
の
記
し
た
所
ご

異
っ
陀
幽
思
本
の
文
を
割
注
こ
し
て
居
る
ρ

　
　
至
元
十
七
年
命
二
論
叢
叫
爲
二
招
討
使
一
侃
二
金
虎
府
嚇

　
　
往
求
二
河
源
↓
都
辺
身
受
レ
命
、
是
認
至
二
河
州
↓
州

　
　
之
忠
果
隅
隅
L
T
里
、
有
こ
霊
｝
洞
一
説
筆
頭
「
西
㊥
閨
↓
出
頭
…
里
有
レ
山
、

　
　
日
二
殺
馬
繋
学
林
麓
霧
駐
、
翠
レ
足
浸
高
、
行
一
日
至

　
　
レ
巌
、
西
去
愈
高
、
四
四
レ
月
始
抵
二
河
源
↓
是
冬
還

　
．
報
、
拝
圖
二
其
城
傳
位
概
ハ
以
聞
、

　
　
按
河
舞
扇
二
審
痔
朶
甘
取
留
鄙
碕
有
二
歯
黒
徐
泓
一
瞬

　
　
痴
徹
換
、
弗
レ
可
一
肩
鎧
↓
方
可
二
七
八
十
里
↓
三
二

　
　
高
山
｝
下
鰍
、
燦
若
二
列
星
↓
以
レ
故
名
論
火
敦
鵬
兜
嚇

　
　
火
敦
鐸
野
津
星
宿
一
也
、
〔
思
本
日
河
源
在
日
中
州
短
南
嚇

　
　
商
二
四
瀬
野
湖
攣
部
品
正
書
、
三
チ
除
里
、
雲
南
麗
江

　
　
宣
撫
司
之
爾
北
、
一
千
五
百
除
里
、
帝
師
撒
思
加
地

第
二
三

五
〇
　
（
二
四
〇
）

之
餌
南
、
二
千
紫
藍
ハ
水
從
レ
地
涌
出
如
レ
非
、
其
井

滋
籐
、
■
東
北
響
岩
除
里
、
睡
爲
二
大
澤
↓
日
二
書
下
騰

見
｝
〕
華
流
奔
韓
、
近
五
七
里
、
塵
二
二
取
置
輔
名
二
附
刺
鵬

児
↓
自
レ
西
細
動
、
連
馬
昏
嘘
、
行
一
日
、
蓮
遮
東
驚

成
レ
川
、
號
二
赤
賓
河
ハ
又
二
三
縫
、
水
西
南
來
、
名

二
十
留
出
圃
與
二
赤
賓
河
「
合
、
V
〈
三
四
日
、
水
南
來
、

名
二
忽
閲
↓
墨
水
東
南
來
、
名
二
也
里
求
“
合
流
入
二
亦

福
野
流
浸
大
、
始
四
二
黄
璽
然
野
猫
清
、
人
可
レ

渉
、
〔
思
本
日
忽
閑
河
源
、
毘
レ
角
二
南
山
↓
共
地
大
山

峻
嶺
、
商
学
千
里
、
水
流
五
百
絵
里
》
注
二
也
銀
出
河
↓

也
里
下
河
源
、
門
出
レ
自
二
南
由
↓
西
北
流
五
百
鹸
黛
、

始
興
漏
黄
河
「
合
、
〕

又
一
二
日
、
岐
爲
二
八
九
福
野
名
二
也
孫
難
論
ハ
諜
言

二
九
婆
海
廣
五
七
里
、
可
レ
度
レ
馬
、
又
四
五
H
、
水

渾
濁
土
入
嵩
置
革
嚢
一
騎
過
レ
之
、
聚
落
斜
二
木
幹
一
象



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

舟
、
箔
置
箪
以
濟
、
僅
容
二
爾
ム
自
レ
是
爾
山
峡

束
、
廣
可
．
一
里
、
二
塁
或
牢
里
、
三
二
匠
レ
測
、
朶
紅

軍
東
北
有
二
大
雪
山
ハ
名
二
重
耳
麻
不
莫
刺
ハ
其
山
最

高
、
課
言
二
騰
乞
塁
塔
「
即
箆
崇
也
、
山
腹
至
レ
頂
鼻

嵐
ゴ
、
冬
夏
不
レ
潰
、
土
人
雪
暗
、
遽
年
成
レ
氷
時
、
ム
ハ
月

見
」
之
、
霞
二
八
九
毒
水
↓
至
二
箆
崇
蝋
行
二
十
里
、
〔
思

本
日
自
二
煙
水
［
東
北
流
二
百
除
塵
、
薮
医
懐
塁
火
禿
河

一
合
、
懐
野
火
禿
河
隔
源
欝
二
南
山
論
水
正
北
偏
西
流
、

八
百
徐
里
、
與
漏
黄
河
一
合
、
叉
東
北
流
、
一
百
除
里
、

過
二
郎
麻
恰
地
↓
叉
正
北
流
一
百
除
里
、
乃
折
而
西
北

流
、
二
百
除
里
、
叉
馬
素
正
北
流
、
一
百
鯨
里
、
叉

．
折
而
東
流
、
語
聾
昆
衛
山
下
↓
番
名
二
亦
耳
麻
不
刺
↓

其
山
高
酸
非
常
、
山
麓
綿
亙
《
五
百
籐
里
、
河
随
二
山

足
一
重
流
、
過
二
世
思
沸
、
闊
即
、
閣
提
地
一
〕

河
行
二
箆
裾
南
［
雫
昌
、
叉
四
五
目
、
至
三
地
名
こ
闊
即

及
闊
荘
川
二
地
相
騰
、
　
マ
ハ
三
目
地
名
　
…
晴
刺
別
里
並

第
　
巷
　
研
究
　
黄
河
水
源
問
題

免
↓
四
達
之
衝
也
、
多
二
群
盗
鴨
有
二
官
兵
【
鎭
レ
之
、

近
北
二
口
、
河
水
過
レ
之
〔
思
本
日
懸
果
二
闊
提
「
與
二
亦

西
八
思
A
－
一
河
｝
合
、
芸
西
八
丈
今
河
源
、
自
二
鐵
豹
嶺

之
北
噌
正
北
流
、
凡
五
百
除
塵
、
而
興
黄
河
合
〕

箆
乱
撃
西
人
簡
少
、
多
調
二
山
衡
↓
由
皆
不
二
窓
峻
の

水
車
散
漫
、
隙
有
二
髭
牛
、
野
馬
、
狼
胞
、
源
羊
之
類
“

其
東
山
盆
高
、
地
無
北
下
、
岸
荻
隙
、
有
下
狐
可
一
二

躍
而
越
乏
灘
よ
行
五
六
旦
有
レ
水
西
南
來
．
名
軸
隣

晦
刺
門
課
言
二
細
黄
河
也
、
（
錫
下
朱
唇
本
の
文
を
略

す
）叉
雨
日
、
水
南
來
、
選
一
…
乞
兇
、
馬
出
ハ
ニ
水
合
流
入

レ
河
、
河
水
北
行
、
轄
西
流
、
過
二
箆
樹
北
↓
　
一
向
東
∴

環
流
、
約
行
牟
月
、
至
二
貴
徳
州
「
地
名
二
必
赤
里
「
始

肩
二
州
治
官
府
↓
州
隷
二
吐
蕃
等
庭
宣
慰
司
講
司
治
”

河
州
噛
叉
四
五
日
、
　
至
「
一
積
石
州
“
即
禺
貢
積
石
、

五
日
至
二
河
州
安
郷
醐
一
一
日
至
一
一
打
羅
坑
論
東
牝
行

第
二
號

．
五
一
　
（
二
四
一
）



　
　
　
第
一
巻
　
獅
究
　
黄
河
水
源
問
題

　
　
　
一
日
、
挑
河
南
來
入
レ
河
、
叉
一
際
至
二
二
野
「
過
二
北

　
　
卜
渡
甘
薯
ご
鳴
沙
一
河
過
二
・
懸
吉
里
州
、
正
東
一
行
、
至

　
　
二
尉
撃
夏
府
南
論
東
行
即
智
霊
化
、
隅
一
扁
大
同
路
↓
自
書
登

　
　
源
一
至
二
漠
聾
南
北
澗
漢
、
細
流
傍
貫
、
莫
レ
知
二
紀

　
　
極
↓
山
砦
草
眉
、
至
二
積
石
直
方
林
水
命
脈
（
世
言
二

　
　
河
九
折
噛
彼
地
響
ニ
ニ
折
“
蓋
乞
兜
、
馬
出
及
貴
徳
、

　
　
必
赤
里
也
、

　
此
の
紀
程
頗
る
詳
密
で
、
星
宿
海
か
ら
起
っ
て
那
稜
湖

（
翻
ち
山
廊
巣
南
）
こ
な
り
、
流
出
し
て
コ
ズ
ロ
フ
民
の
マ

　
チ
山
河
（
嘉
賓
河
）
こ
な
り
、
是
よ
り
東
南
に
流
れ
て
コ
ズ

　
ロ
フ
氏
の
セ
ル
チ
ユ
（
亦
里
出
叉
は
唖
聾
求
）
を
容
れ
て
、

亦
耳
麻
不
刺
山
（
玉
泉
団
一
ヨ
霧
・
。
－
σ
鼻
汗
の
義
な
ら
ん
、
謬

，
急
騰
乞
里
塔
こ
い
ふ
是
は
天
山
の
義
な
り
）
の
南
麓
を
廻

・
り
か
峡
谷
の
間
を
流
れ
、
猛
襲
（
コ
ズ
ロ
フ
氏
の
地
圖
に

2
鵬
。
δ
汀
．
こ
あ
れ
ば
、
即
は
恐
ら
く
は
郎
字
の
談
な
ら
ん
）
、

，
及
び
闊
提
（
コ
ズ
ロ
フ
氏
の
コ
ナ
）
の
地
を
東
流
し
て
北
に

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
五
二
　
（
二
四
二
）

向
ひ
、
叉
把
西
北
に
流
れ
て
共
山
麓
を
廻
り
型
北
に
轄
じ

て
貴
徳
州
に
出
る
ま
で
の
問
の
地
勢
及
び
重
な
支
流
を
學

げ
て
居
る
Q
特
に
朱
思
本
の
童
謡
梵
字
首
書
な
る
も
の
は

霊
界
精
密
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
此
の
数
槍
は
千
畑
年
間
支
那
に
行
は
れ
柁
河
源
伏
流
説
・

を
打
破
し
て
、
其
の
通
力
を
確
定
し
た
も
の
で
、
支
那
地

理
土
に
最
も
重
大
な
る
功
績
で
あ
っ
π
o

　
　
　
露

　
黄
河
の
水
源
地
に
興
す
る
朋
代
の
古
調
中
，
廣
輿
翻
は

建
文
圓
ご
共
に
朱
氏
の
才
芸
梵
宇
圖
に
糠
つ
陀
も
の
な
る

べ
き
も
、
粛
粛
な
ら
滋
の
は
遺
憾
で
あ
る
O
A
コ
支
邦
に
行

は
る
、
地
圖
は
遙
か
に
後
れ
て
清
朝
に
入
っ
て
幽
翠
帝
の

命
に
成
つ
把
も
の
で
、
齊
召
南
の
水
道
提
綱
に
聾
す
る
溝

一
統
輿
圖
南
一
二
三
懇
に
見
ね
た
も
の
で
あ
る
。
此
の
地

域
の
測
量
は
西
藏
圖
を
十
八
省
圖
ご
命
じ
様
式
に
作
製
せ

し
め
ん
こ
し
だ
康
獺
帝
の
猶
意
に
よ
っ
て
出
凍
た
の
で
、



其
迄
來
が
耶
蘇
激
師
レ
ヂ
ス
の
手
録
か
ら
デ
ェ
ア
川
ド
の
　
徒
の
み
何
慮
で
も
容
易
に
旅
行
し
得
把
國
情
の
然
ら
し
め

支
那
帝
計
器
の
末
に
抄
出
さ
れ
陀
左
の
記
事
に
詳
か
で
あ
　
π
結
果
で
あ
る
○
現
に
東
爵
爾
洋
に
行
は
れ
て
居
る
圖
は

る
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
の
踏
査
に
墓
い
柁
も
の
で
、
西
洋
探
槍
の
測
圖
に
よ
つ
．

　
西
藏
の
嘲
麻
敷
徒
が
黄
紅
二
涙
に
分
れ
て
紛
課
し
陀
際
　
て
部
分
的
に
次
第
に
精
密
な
も
の
に
な
り
っ
、
あ
っ
て
為
・

に
、
清
朝
か
ら
其
鎭
撫
の
駕
め
に
涙
遣
し
弛
使
笛
の
一
行
全
騰
は
伺
ほ
落
籍
の
地
圖
に
依
っ
て
居
る
。

に
命
じ
て
、
古
地
圖
を
描
か
し
め
て
、
康
煕
五
十
年
（
一
七
’
　
黄
河
水
源
問
題
は
此
の
踏
査
に
よ
っ
て
一
歩
を
進
め
て
・

一
一
年
目
に
愚
稿
圖
を
レ
ヂ
ス
に
渡
し
て
韓
製
せ
し
め
ん
　
火
敦
驕
児
か
ら
西
三
百
支
那
里
の
巴
顔
喀
嘲
山
の
東
麓
に

ご
し
た
。
然
る
に
位
催
が
天
測
に
依
て
定
め
ら
れ
て
居
ら
　
登
註
す
る
阿
爾
坦
河
に
追
跡
さ
れ
π
こ
ご
は
、
齊
上
智
の

す
、
叉
π
距
離
が
測
ら
れ
て
居
ら
な
ん
だ
の
で
、
正
確
な
　
水
道
提
綱
（
七
五
）
に
載
せ
π
通
り
で
あ
る
Q
此
水
源
に
當

も
の
を
編
纂
し
能
は
ぬ
こ
ご
を
上
奏
し
陀
。
野
庭
で
康
獺
　
つ
て
古
爾
板
蒙
露
華
書
聖
が
あ
っ
て
、
三
峯
相
並
ん
で
居
」

帝
は
嘲
瞭
二
人
に
数
字
を
敷
へ
て
、
之
に
命
じ
て
西
藏
全
　
る
。
齊
氏
が
此
の
事
質
か
ら
巴
顔
喀
剛
山
即
ち
劉
元
鼎
の

國
を
測
量
せ
し
め
る
こ
ご
に
し
て
、
康
煕
五
十
六
年
（
一
　
紫
山
ご
看
徹
し
た
説
が
當
っ
て
居
る
も
の
こ
す
れ
ば
唐
代

七
一
七
年
）
に
再
び
耶
蘇
敷
師
に
其
稿
圓
を
渡
し
て
作
製
　
に
既
ζ
眞
の
水
源
ま
で
知
れ
た
筈
で
あ
る
が
此
の
鮎
は
疑

せ
し
め
セ
の
で
あ
る
○
此
の
如
く
元
の
河
源
地
圖
ご
同
じ
　
は
し
い
。
此
の
紫
由
が
叉
た
枯
爾
坤
の
名
が
あ
る
か
ら
箆

く
轟
び
剛
臆
俗
徒
の
手
に
早
撃
さ
れ
に
の
は
、
第
十
九
世
　
播
は
是
か
ら
の
蒋
音
で
あ
る
こ
す
る
齊
氏
の
説
に
至
っ
て

紀
後
便
ま
で
ご
同
じ
く
外
人
の
族
行
が
困
難
で
、
剛
瞬
俗
　
は
更
に
疑
は
し
い
○
從
っ
て
亦
耳
麻
不
刺
山
（
齊
氏
阿
木
偉

　
　
　
集
　
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
黄
河
永
源
開
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
五
三
　
（
二
四
三
）



　
　
　
第
一
嚢
　
　
研
　
究
　
　
黄
河
水
源
問
題

麻
喜
連
肥
大
纏
識
）
を
麗
岩
に
詐
す
し
て
績
石
出
な
り
こ

す
る
事
は
一
瓢
圖
に
も
行
は
れ
て
居
る
が
、
尤
も
當
を
得

な
い
㌧
我
々
は
矢
張
り
元
都
實
の
紀
行
に
見
ぬ
た
淫
河
の

合
流
黙
…
に
近
い
績
話
調
が
古
代
に
知
れ
把
も
の
こ
す
る
○
」

　
最
近
蹴
測
探
撫
家
が
巾
・
亜
に
入
り
込
ん
で
か
ら
此
の
地

方
に
も
亦
た
激
多
の
踏
査
者
を
見
た
○
其
先
登
は
印
度
政

府
…
か
ら
涙
遣
さ
れ
た
プ
ソ
ヂ
ソ
ト
や
塩
江
㍉
ケ
薄
即
ち
ク
リ
．

シ
ュ
ナ
（
一
八
七
九
、
八
二
年
）
で
、
こ
れ
に
次
い
で
プ
ジ
ェ

ワ
川
ス
キ
ー
（
一
八
八
四
、
五
年
）
、
質
ッ
キ
ル
（
一
八
八

九
年
）
、
デ
ュ
ト
川
イ
ユ
、
ド
、
ラ
ン
（
一
八
九
四
年
）
、
コ

ズ
・
フ
（
一
九
〇
〇
年
）
等
績
々
査
湊
郷
凌
爾
湖
絆
を
見
舞

っ
て
居
る
○
コ
ズ
ロ
フ
氏
に
從
へ
ば
爾
…
湖
は
へ
海
抜
一
三
、

九
〇
〇
及
コ
ニ
、
八
九
〇
尺
）
で
、
其
周
邊
の
氷
河
を
豪

い
仁
高
論
は
海
抜
一
六
、
○
○
尺
内
外
の
峯
鞭
で
、
海
抜

は
大
で
も
湖
而
か
ら
二
千
尺
内
外
の
比
較
高
度
に
遇
ぎ
3
3

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
五
四
　
（
二
四
四
）

中
篇
高
地
の
著
し
い
特
色
を
有
し
て
居
る
。
是
か
ら
以
下

の
煽
曲
部
は
近
年
追
跡
し
控
探
在
家
が
な
く
、
フ
ソ
プ
レ

川
（
一
八
九
六
年
）
が
莫
東
西
流
す
る
部
分
を
通
過
し
た
の

ざ
、
プ
シ
エ
ワ
川
ス
キ
（
一
八
七
九
、
八
0
年
）
、
グ
ル
ム
、

グ
忍
ジ
マ
イ
ロ
（
一
八
九
〇
年
）
が
更
に
北
部
に
家
覚
の
み

で
、
此
の
地
方
へ
は
青
海
へ
入
b
込
ん
だ
多
数
飯
野
家
の
‘

一
部
が
足
を
向
け
た
に
過
ぎ
ぬ
。
從
っ
て
此
等
の
探
梅
家

が
來
た
後
も
、
水
系
の
大
綱
は
齊
氏
の
記
載
の
詳
密
に
加

ふ
る
灰
は
な
い
○
蓋
し
練
貫
は
康
熈
年
間
の
探
二
者
の
族

行
記
に
擦
っ
た
も
の
こ
想
は
れ
、
一
統
輿
圖
及
び
デ
ェ
、
ア

川
ド
の
附
圖
に
比
較
し
て
蓬
か
に
詳
細
に
渉
っ
て
居
る
Q

　
　
　
　
八

　
以
上
蓮
べ
π
灰
を
概
括
す
れ
ば
、
黄
河
水
源
に
試
し
て

漢
以
前
に
敦
麗
水
（
即
ち
堂
…
水
）
の
灘
澤
（
即
ち
冥
澤
、
今

の
カ
ラ
ノ
〆
）
に
流
れ
込
ん
で
流
出
口
の
な
い
の
を
認
め

て
黄
河
の
上
流
こ
し
、
是
か
ら
伏
流
し
て
積
石
に
至
っ
て



再
び
田
て
黄
河
こ
な
る
、
・
」
い
ふ
説
が
あ
っ
て
漢
張
篤
の
征

西
夏
に
漢
書
地
理
誌
に
見
ゆ
る
塔
里
木
河
が
聴
澤
に
入
っ

て
再
び
積
石
に
出
る
ご
い
ふ
第
二
伏
流
説
に
墾
虚
し
な
。

唐
に
及
ん
で
劉
元
鼎
．
の
水
源
地
方
の
族
行
が
あ
り
、
元
世

双
の
時
に
都
實
の
探
検
が
あ
っ
て
星
宿
海
に
至
っ
て
、
初

め
て
水
源
の
位
鴛
が
知
れ
、
叉
た
積
石
に
至
る
問
の
屈
曲

が
追
跡
さ
れ
て
此
の
伏
流
説
の
誤
謬
た
る
こ
ご
が
明
か
ご

な
つ
槌
。
清
朝
に
及
ん
で
更
に
星
宿
海
以
上
の
水
源
を
登

馴
し
、
叉
把
詳
密
な
地
取
及
び
水
翻
に
記
載
さ
れ
る
こ
ご

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
一
巷
　
　
概
　
究
　
　
黄
河
水
源
間
題

第
二
號

五
五
　
（
二
四
五
）


